
都市と交通のシステム 

海上貨物輸送と港湾 



工業原材料の海外依存率 

国土交通省港湾局資料 



食料品の原材料の海外依存率 

国土交通省港湾局資料 



日本の貿易と海運の割合 

トン数では 
99％程度 

日本船主協会資料 



貿易貨物量の推移 

国土交通省港湾局 
「全国輸出入コンテナ貨物流動調査（2008）」 



水平分業化による製品輸入の増加 



国際分業の進展 



輸入コンテナの仕出地（２００８） 
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輸入コンテナの航路別貨物量 



輸出コンテナの仕向地（２００８） 
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輸出コンテナの航路別貨物量 



国際貨物輸送運賃の推移 

日本船主協会 



以前の輸送のコストの内訳 

 シカゴからナンシー（フランス）に送られた医薬品
トラック1台分の運賃（1960年推定値） 

The BOX (コンテナ物語・2007） 

金額 比率 

工場から積み出し港までの陸上運賃」 ３４１ドル 14.3％ 

横もち費用 95ドル 4.0% 

荷役その他 1,163ドル 48.7% 

海上運賃 581ドル 24.4％ 

欧州での陸上運賃 206ドル 8.6％ 

合計 2,386ドル 



船の種類 

RORO船 



貨物船の種類 



世界の貨物船輸送量と船腹量 



HATSU ETHIC（2002） 
全長：300m 排水量：75,000ton 総トン数：
78,000ton 搭載コンテナ数：6,332TEU  

http://wadaphoto.jp/japan/images/sinsui24l.jpg
http://wadaphoto.jp/japan/images/sinsui35L.jpg


コンテナ船の大型化のメリット 

船の容積は長さの３乗に比例 

エネルギーは表面積、すなわ
ち長さの２乗に比例 
船員の数は長さの１乗に比例 
 
10000TEU型の輸送費
は,4000TEU型の４分の３ 



原油と重油
の価格変化 



コンテナ輸送 

コンテナには何でも入る 

荷役が簡単 

40フィートコンテナは畳18畳分 

専用クレーンで積み下ろし 



海上コンテナと貨物の中身 

 

長さ 
20フィート (6,058mm) 
40フィート (12,192mm)  
45フィート (13,600mm) 
幅 
8フィート (2,438mm)、 
高さ 
8フィート6インチ (2,591mm)  
9フィート6インチ (2,896mm)  
      （背高コンテナ） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%88


コンテナ輸送の規模の経済性 

太平洋航路は片道9日かかる． 
毎日就航させるには、20隻のコンテナ船 
コンスタントに貨物を集める営業力が必要 
アライアンス（海運同盟） 



欧米航路とアジア航路の現状 



より取扱量の多い港を使う傾向 

日本の貨物なのに、一旦韓国、台湾や中国の港に 
運んで積み替える割合が増えている。 



世界のコンテナ港ランキング 



世界のコンテナ港ランキング 



世界の大水深コンテナバース 



アジアの主要港湾のコンテナターミナル 



日本の中枢港湾のコンテナターミナル 



コンテナ埠頭ガントリークレーン 

深セン 塩田港（2007） 





日本のコンテナ港の効率は低い 



海上輸送の効率化 



輸入コンテナの船卸港と消費地 



輸出コンテナの生産地と船積港 



効率的な流通ができる港湾 



高い価値を付加できる港湾 



国際物流拠点と港湾の一体化 



港湾の機能 

 貨物や旅客の積み下ろし：埠頭・バース 

 悪天候からの避難・待機 ：防波堤・泊地 

 船舶の修理         ：ドック 

 貨物の保管         ：倉庫用地 

 製造・流通加工       ：産業用地 

 廃棄物処理 ：リサイクル施設、残土埋立 

 リクリエーション 



港湾の形式 
 自然の良港：山に囲まれた深い水面 

 陸側の施設を造る場所がない 

 掘り込み港湾：後背地アクセスが容易 

 大水深の航路、埠頭を作りにくい 

 流入河川の土砂で水深が浅くなる 

 埋め立て港湾：新たな用地を確保しやすい 

 大規模な防波堤が必要となる 

 埋め立てによる自然破壊、漁業補償 

 埋立地までの陸上アクセスが困難 





港湾と都市 

 港湾では、商業流通機能が発達して市場
が作られ、都市が形成されやすい 

 都市域と前面に大型車のルートが必要となる 

 産業用地として前面が埋め立てられる 

 都市域とウォーターフロントとの分断 

 港湾道路の地下化（ボストンBig Dig) 

 貨物港湾の移転、人工島への移転 

 内港のウォーターフロント再開発 



岸壁の構造と作り方 



防波堤の構造と作り方 



港湾の構造物と外力 

 矢板式護岸 

 ケーソン式護岸 

 傾斜護岸 

 

 波力 ：中空構造物による波力の軽減 

 地震力：地下水位が高く、液状化が起きやすい 


